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資料１ 

「生きた建築ミュージアム・大阪セレクション」 

第２期選定について 

 

大阪市では、まちを１つの大きなミュージアムを捉え、そこに存在する「生き

た建築」を通した、大阪の新しい魅力を創造・発信する「生きた建築ミュージア

ム事業」を進めています。 

このたび、生きた建築ミュージアム推進有識者会議を開催し、新たな都市魅力

の創造・発信に資する魅力的な建築物等（47 件）を「生きた建築ミュージアム・

大阪セレクション（以下、「大阪セレクション」という。）」に選定しました。 

  

「生きた建築」とは、『ある時代の歴史・文化、市民の暮らしぶりといった都

市の営みの証であり、様々な形で変化・発展しながら、今も生き生きとその魅力

を物語る建築物等』をいう新たな概念として、事業の中で定義したものです。 

「大阪セレクション」は、この概念を広く発信することを目的に選定するもの

で、事業開始当初（平成 25・26 年度）に、御堂筋及びその周辺を中心とする都

心エリアに限定して 50 件を選定しています。 

当初選定から 10 年が経過し、この間、日本最大級の建築一斉特別公開イベン

トへと成長した「生きた建築ミュージアム フェスティバル 大阪（通称、イケフ

ェス大阪）」の影響等もあり、「生きた建築」の概念は広がりを見せつつあります。 

そこで、今回、「大阪セレクション・第２期」として、市域全域にエリアを拡

げ、先の 50 件と合わせて、より一層、時代の流れや多様で豊かな大阪という都

市の物語性を表出する建築物等 47 件を追加選定するものです。 

 

選定した「大阪セレクション」を中心に、イケフェス大阪との連携による魅力

発信等に取り組み、より多くの方に「生きた建築」の魅力あふれる都市・大阪を

実感していただけるよう、引き続き、事業を推進していきます。 
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● 生きた建築ミュージアム・大阪セレクション 第２期（47 件）一覧 
 

建設年・選定建物の名称 

1890 中西金属工業株式会社 社屋 1969 ＯＭＭ 

1912 北浜長屋 1973 
北浜ネクスビルディング 
[旧大阪大林ビル］ 

1918 鯛よし百番 1977 一心寺 

1928 日本基督教団南大阪教会 1978 ガラスブロックの家 

1929 住友倉庫大阪支店川口倉庫 1980 HEP 

1930 大阪農林会館 1985 シェラトン都ホテル大阪 

1932 寺西家阿倍野長屋 1988 淀屋橋竹村ビル 

1933 
中谷運輸築港ビル 
[旧商船三井築港ビル］ 

1990 クリスタルタワー 

1934 

大阪公立大学杉本キャンパス 
[旧大阪商科大学] 

1990 K2 ビルディング 

ミナミ株式会社 
[旧川崎貯蓄銀行 福島出張所］ 

1992 BAR 川名 

久金属工業株式会社 社屋 

1993 

心斎橋ビッグステップ 

1935 天満屋ビル 大阪ガス実験集合住宅 NEXT21 

1937 源ヶ橋温泉 大同生命大阪本社ビル 

1948 はり重道頓堀本店 1994 日本橋の家 

1950 
年代 相互タクシー北新地のりば 1998 

南堀江髙橋ビル 
[旧ミュゼ大阪] 

1953 フジカワビル 1999 日ノ下商店ビル 

1955 立体最小限住居 No.32 2003 なんばパークス 

1959 新桜川ビル 2006 大阪弁護士会館 

1960 NTT テレパーク堂島 2010 大阪富国生命ビル 

1962 住友ビルディング 2011 大阪ステーションシティ 

1964 新大阪駅 2012 中之島フェスティバルシティ 

1965 

リバーサイドビルディング 2013 日本圧着端子製造株式会社 

リーガロイヤルホテル 2014 あべのハルカス 

1968 自安寺   

 


